
数理科学特別講義 I

11月 12日 (月)～11月 16日 (金)

14:40 - 16:40 数理科学研究科 (駒場)123号室

森下 昌紀 氏（九州大学大学院数理学研究院）

「結び目と素数」

講義内容：
結び目と素数の類似に基づき、結び目理論と整数論の基本的な概念・枠組みの
間の類似性について平行的に論じます。この類似性を通じ、Gaussから分かれ
た２つの道を現在の視点から見直し、両者の間に橋を架けることが目的です。
数学は一つ、ということが感じられたら幸いです。

予備知識をあまり仮定せずに理解できるように、はじめに準備的な事柄をま
とめようと思います。

序　Gaussから分かれた２つの道–平方剰余とまつわり数–

０　基本群とGalois群
１　結び目と素数
２　まつわり数と平方剰余
３　結び目と素数の分解
４　絡み目群と分岐条件付きGalois群
５　Milnor不変量と多重べき剰余
６　ホモロジー群とイデアル類群–高次種の理論
７　Alexander-Fox、トーションの理論と岩澤理論
８　結び目群と素数群の表現の変形


